
ホロコーストの「映像資料J

ーオレールの画集『目撃者、アウシュヴィッツのイメージ』より-

加藤一郎

“Vidaj dokumentoj" pri la Holoka日sto

-ella albumo de David Olere“阿佐nessImages of Auschwitz" -

KATO leiro 

Estas malrieaj la“vidaj dokumentoj"，kiuj prezentas la realecor、dela 
Holoka日sto. Krome，absolute ne ekzistas “vid司 dokumentoj"，kiuj 

prezentas la proceson de la mas司jekzekutoj en la“gas司 eambroj"de 

la koncentr坦jojde Auschwitz，la simbolon de la Holoka日sto.Entiu 

situacio publikis la albumo de David Olere，kiu mem estis la prizonulo de 

Auschwitz kaj tuj post la liberi~o skizis kelk司jnskizojn pri la proceso 

de la masaj ekzekutoj.Pro tio la 0比odoks司 historistoj pri la 

Holokailsto prezentas la skizojn de David Olere kiel “vid匂n

dokumentojn" de la proceso de la mas勾ekzekutoj.Sed，en tiuj skizoj 

ekzistas mult司erarojk句misprezentaloj

<はじめに>

すでにホロコースト修正派の多くが指摘してきたように、第二次大戦

中に生じたユダヤ人の悲劇、いわゆるホロコーストの実態については、

その多くが、法医学的検証、科学的=化学的証拠、物的証拠にもとづく

のではなく、しばしば誤りや誇張、記憶違いを含みがちな戦後の「目墜
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I教j，::'t ιi ~fi と主化 ~r: I:n; 

;iiE， j' Jや色々な解釈の余地があるドイツum5C， I~資料にむとづいて J!? られ

てきた

さらに、ホロコーストの実態をビジュアノレに伝えるような r1快f'l!I'i料J

は、きわめて乏しく、その取り扱いについてもiii，f(に対処しなくてはな

らないものが多い ホロコース卜を倣った映州も数多く{{(，するが、ホ

ロコース卜 rIE史Jの枠組みを支持するフオノレジコでさえも、 l!~近Jlí ，沢

された研究J?のなかで、 「ショアーと収容所の歴史を教えるために利用

できる映画はいろいろあるけれども、 書物の場合と問機に、注意深い批

判精神が必要とされる。作品の真面白さを疑わせずにはおかない誤謬に

満ちた逃憾な拙速さをーっとして示さないような映画は稀だと言わなけ

ればならないJ'と符代しているほどである

とりわけ、ホロコーストの匁徴とむされるアウンュヴイジツ ・ビJレケ

ナウ収谷川での「役人11ス宅」と焼却'1')(および大l止11ス処刑のフロセス

については.スヒノレパーグの「シンドラーのリストJその他の劇映阿に

よる必仰イメージをのぞいて、現tiJを品t影した'r;:J.'.[や7イノレムなどの映

l種資料は持 _1!止である。このために、これまでに刊行された、ホロコース

トに|則する映倣'1'心の，IH存は、おおむれ、次のような附li"で、ホロコー

ストのイメーンをl快{型的に伝えてきた。

i 辿'，1，:について ナチス ・ドイツ

H!j'代の f本lv，の(liJなどの写u
"'¥，フイ Fレム

一"12-

(炎 iサるンサゴーグ}



J;(1コース|山 f映1色fin
オレール山両院『口敏行"ウンユヴィソツのイメ ジ.itり

②移送について 砂送.r，を凶，p肢

した列JII、H的地に到Jfして

「選叩IJを受ける収岩手打のIn

れを鍬彩した"J.n:やフィノレム

(，、わゆる rm)JIJJ)

③ AE殺および処刑lについて初 次大戦<1'のパノレチザンやレンスタ

ンスな どに対する絞 (IÎ~Iや絞殺皮切を品ifd した万 μや7 イ /レム。

@ 収容所について '1抑制人戦後に収'fi:Ifrやユダヤ人ゲットーの様

子を品t影した万点や7イノレム。

③「殺人ガス宝Jについて

(a) グッハウ収谷所の「ガス宝J

を指a起した戦後の5μゃフィ Jレ
ム(il車 /f~ll'(ruに11:r殺人11ス本J

であり 11ス処刑が1fなわれて

し、たと同'Ui、されていたが、今11

では、ホU コーストilRによれば

「使jりされたニ とはなかったJ、

ホロコースト修正派によればそ

もそも f殺人ガス主Jではなか { ガス市』のドア由主えの米兵}

ったとされている)

(b) アウシュゲイツツ'1]央収作Jiiの焼i訓練 lの「殺人ガスヰ{Jを

搬影した戦後のび点と 7イノレム (戦後、 r FI幣;llE，j-Jその他にも

とづいて、ポーラン ド政I!.fが「殺人ガス主jとして彼冗したもの。

ホロコース卜派I士 、 焼却仙 l の死体泣き1?，~主は 「殺人 11ス十J に改
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J1Iされ、のちに防空シェノレタ

ーに改築されたと主張して

いるが、ホロコースト修正派

は「殺人ガス'jiJに改造され

た物的JiE拠、科学的=化学的

証拠は作(1しないと命じて

し、る)。

(c) ピノレケナウ収容所の

焼J訓練 日 、 111 、 I V 、 V を~~

~したl臨時 '1'のV氏、およ

びJ1l1必と化した>JJ4却をIJ，l

ldZした戦後の'ワ点と 7イ

ノレム(ホロコース卜派は、

焼1，1制!11、111q)J世Fの死体

(悼却陣 iの『ガス市Jl

{出却槻11の Iプ/ス宅』の班印)

'ii iu~ 市 、 IV 、 V の地 l二のfmhlが「殺人 11ス室j であったと lミ似し

ているが、ホロコーλ ト修正派は、この説にも似拠がないと，ii命じ

ている

@ 大I.t死あるいは大I;U白

殺についてアメリノfJJH、

イギリス "Hがベノレゲ

ン・ヘノレピン、プッヘン

グアノレ卜、グッハウなど

の阿部地区収'iiJ'iiを解

般したときに発見した、
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ホロコーストの『映像資料』

ーオレールの画集『目撃者、アウシュヴィッツのイメージ』よりー

裸で痩せ細った大量の死体の山を撮影した戦後の写真とフィル

ム(これらの大量の犠牲者の死因は「ガス処刑」によるものでは

なく、チフスその他の疫病および栄養失調であった。西部地区の

収容所はそもそも「殺人ガス室」をそなえておらず、大量「ガス

処刑」は行なわれなかったからである。大量「ガス処刑」が行な

われたとされるアウ、ンュヴィッツ・ビルケナウその他の収容所に

ついては、これに匹敵するような、裸で痩せ細った大量の死体の

山を撮影した戦後の写真とフィルムは存在しない)

最近、毎日新聞社が W20世紀の記憶』シリーズとして刊行した『ホロ

コースト~ 4も、おおむね、この①から⑥の線に沿って、副題にも

あるような「絶滅収容所の記憶Jを「映像的Jに伝えようとしている。し

かし、ここでも、大量ガス処刑のプロセス(脱衣室での犠牲者の脱衣→

「殺人ガス室」への入室→チクロン Bから放出される青酸ガスによるガ

ス処刑→犠牲者の死体の搬出→焼却炉への死体の投入)自体を撮影した

写真は掲載されておらず、 「ガス室行きと選別された・・・ Jというキ

ャプションをつけた囚人の群れの写真が掲載されているだけである。ま

た、アウシュヴィッツ・ピルケナウ国立博物館が刊行した『アウシュヴ

イツツ:写真のなかの歴史~ 5も同様で、大量ガス処刑のプロセス自体

については、ポーランド人画家JerzyAdam Brandhuberの描いた「ガス

室に向かう階段を下りていく光景」、 「ガス室の内部Jと題するスケッ

チを掲載しているだけである¥しかも、 Brandhuberについての人物紹

介文は、 「何枚かのプランドフーパーの絵は、ガス室の光景を描いては

いるが、彼は実際には特別労務班(死体処理を担当する囚人部隊一一筆

者)の一員ではなかったJ7と記しており、ガス処刑を描いた彼の絵が

まったくの想像画であることを認めてしまっているのである。
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文教大学言語と文化第13号

大量ガス処刑のプロセス自体についての「映像資料」が存在せず、ホ

ロコースト修正派が法医学的、科学的=化学的見地から、大量ガス処刑

のプロセスに様々な疑問を提出し、ホロコースト正史の根幹(r殺人ガ

ス室Jおよび焼却棟を使用した大量ガス処刑によるユダヤ人の絶滅)が

動揺し始めているという状況の中で刊行されたのが、オレールの画集『目

撃者、アウシュヴィッツのイメージ~ 8で、あった。

1902年ワルシャワ生まれのポーランド系ユダヤ人のオレールは、戦前

にパリに移住し、当地で芸術活動を展開していた。しかし、 1943年 2月

に、逮捕されて、ほかのユダヤ人とともに、アウ、ンュヴィッツに移送さ

れ、焼却棟Eでの死体処理に従事する囚人「特別労務班Jの一員となっ

た。 ドイツの敗戦直前に、オーストリアの収容所に移送され、当地でア

メリカ軍によって解放されたのちすぐに、自分の収容所体験についての

スケッチを描き始めたという¥こうした経歴を持つオレールは、彼の

画集の推薦文 10によれば、「アウシュヴィッツを生き残った唯一の画家J

なのであり、彼のスケッチは、 「戦後まで写真家が立ち入ることのでき

なかった焼却棟その他の場所で実際に何が起こったのかを描くために、

ガス室、炉、検査室での作業員としての自分の経験を描いた」という意

味で、大量ガス処刑のプロセスに関する「映像資料」の欠如という「空

白j を埋めるものとされた。ホロコースト史家のベルト (Rふ vanPelt) 

も、アーヴィング裁判 11に提出された報告書の中で、「彼のスケッチは、

焼却棟Eのガス室と焼却炉についての非常に重要な映像記録である」と

高く評価して、彼のスケッチ 12にもとづいて、焼却棟Eの構造を解説し

ているほどである 13 それゆえ、画集の推薦文は、 「本書は、きわめて

歴史的な価値の高い遺産である。多くの人々がホロコーストの存在を実

際に否定しているときに、我々は、この重要な目撃映像証拠をはじめて

刊行することを決定した。・・・この作品は、ホロコーストを経験した
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オロコ ス HI)r映作!日NJ
オレールの酬i.tllrll般行 7ウンユゲイツツ0)イメージ』よ りー

ことのない人々、米米の|什代金五iが、無制限の権力をもった政治市IJ皮が

行なうことのできた恐るべき残酷さを、 オレールの目を介して、目撃す

ることができるようにするために山版されたj と述べて、オレーノレのス

ウァチの 「映像的証拠」としてのむ出をdJiく持ちヒげている。

しかし、はたして、オレーノレの-iliのスケッチは、 rm要な円蛾映像
aJ! 拠Jといえるのだろうか。

本ノl 、 J向 l立、人: .II~ガス処川のプロセスに IY，Iする r 1'1 惜映像;証拠Jとされ

たオレ-Jレのスケッチを取り上げて、今日までの:J，i，沼町Jなホロコースト

研究の成果を踏まえて、その rrI 1¥世映VιiiE1m JとしてのfIl1jf立を検1mする

と同時に、これまでIllit，、れたり、制られたりしてきたホロコース卜のイ
メージがはらんでいる11¥1姐点を考察しようと寸るものである。

く焼却棟Eの外観〉

『アウンュヴィッツ 2 ビノレケナウ、焼却IN汀II ~ と凶する 1945"1'の作
品である。
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問題点①:炎と黒煙を噴き上げる焼却棟の煙突

アウシュヴィッツ・ピノレケナウの焼却棟に関する多くの「目撃証言」

が、焼却棟の煙突が噴き上げる炎と黒煙について言及しており 11、また、

おそらくそれにもとづいたスピルパーグの『シンドラーのリスト』も、

「ガス室」に向かう犠牲者の背景に、煙突から赤々と炎と黒煙を噴き上

げる焼却棟を描いている。

しかし、ホロコースト修正派は、焼却棟の煙突が炎と黒煙を噴き上げ

ていたという「目撃証言Jが虚偽であると批判してきた。例えば、マッ

トーニョ (C.Mattogno)は、 「これは技術的に不可能である。室から出

てくる不燃焼ガスは、必要な発火温度と燃焼空気があれば、煙突のなか

で、燃焼してしまうし、これらの条件がなければ、燃焼されないまま、炉

から出てくる(とくに、窒素、二酸化炭素、水蒸気、最小限の量の二酸

化硫黄)。前者の場合、完全に燃焼したガスが煙突から出てくるし、後

者の場合、煙が出てくるだけであるJ15と批判している。また、ルド、ル

フ (G.RudolUも上掲のオレーノレの絵を直接取り上げて、 「この画家は嘘

をついている」、この絵は「宣伝目的の(“芸術的")詐欺である」と

断定している 16

さらに、ホロコースト派のフォルジュでさえも、炎についての証言は

「あまりにも多く幻覚にすぎないと片づけるわけにはいかなしリとしな

がらも、「これらのイメージは誇張されすぎている」と述べているし、黒

煙についても「設計上からいっても、このような建物の煙突から、あれ

ほど巨大な煙が吹き出ることはありそうもないし、不可能にさえ思える」

と、炎と黒煙を噴き上げる煙突のリアリティのなさを認めてしまってい

る。フォルジュによると「火のイメージ」は、焼却棟の実態というより

も「地獄の創造のシンボノレJ、「おそらく燃えさかる火の巨大さと恐怖に

ついて迫真力を生み出すのにもっとも強いイメージJであるという。 17
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ホロコース|の f映像fiHJ
4レール山帥limrll鍛 r，-‘アウンュヴィッツの fメージJtりー

しかし、 fI(大さと恐怖についての迫兵力を恨み111すJために、噴き

tがる炎と見燃が付け加えられているとしたならば、このスケッチは、

実態を正怖に1i現している r[l繋映像iiEjj!I，Jではなく、たんに人々の恐

怖心をいたずらにあおる地獄絵と同じレベルものとなってしまうのでは

ないだろうか。

I1IJ制点② 「もっとも健康な若い女柑だけが、兵 l二の慰't<'1こilll5111され

るが、これも主たタビを，t'i;I，止するJという息子アレタサンドノレの解説文 1に

このような1<現は、 ~r~ 、k性収符者すべてが、 ドイツ人看守や術兵の

倒的4限~' I 行 となったかのような印象を与えるだけであるが、;J.iーは、オレ

ーノレ1' 1 身のスウ γ チにも、読-/'，-の俗物的な I~J心を M~いがちな、 f煽情的

なJ、 r ;1<1レノグラ7ィjまがし、のものが多い

r'M駒1iJ

nまと帆 j恨の;:，女』
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〈ガス処刑〉

文教大学，j"，:lfと文化弔1:¥り

『ガ兄'IIでの!全日』と

也jする製門'1'.代イ、詳の

絵[Ilifである Jjjt版は色

彩凶Iであることから、

オレーノレが('1'(，)jjW'[後に

作成したとliのスウッ

チとは見なり、戦後か

なり絞ってから~作し

たものであろう。

1m紅j，l-j 息子アレク

ザンドノレの解説文 I!. 

にも、 「ガス安の'1'の

宅，むのプロセスを品ird

できたものは品もいな

かったJとあるように、明らかに、この絵は、 r 11 ，世映像祇拠」ではな

く、也，!f県阿である。たとえ、 '1作布。の rn喰IhE，j' Jにもとづいていたと

しても、!?般ガスを}j!xUJするチクロン 日のJL泌が111てきているチタ ロン

日の怖がI也[fIiに松がっているl.(はホロコース卜iElt (焼却I~J! 11と焼却i制t

1 11 では『ガスヰむの天)1 の穴から、焼却l掛けV と焼却側Vでは、プ'f ^~主側

[{ijの窓から、チクロン日の)L築だけが投入されたことになっている)と

Ii:Wなっている したがって、オレールが、 1'1分1'1身や他人のイメージ

を出じり合わせて、作り lニげたむのにすぎないこの絵に、 「ぐFflのよう

なftと現実的な，E縦さを持つこの絵l士、 111非で平[J川することができる附

ーの資料であるJといった解説をつけることには、 II¥JWがある。
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ホロコース l 肉眼f~ \Ì H

オレール山神i!lr!lO;!J庁、 γウンユヴィ γツ山イメージJ，り

〈ガス室からの死体の綴出〉

『次のm同のためにガス室をrJI制する』と泊する 19-16II二のスケッチで
ある スケッチにHけられたアレヲザンドルの解説文はこうである。

r j1ス処刑の後に、技々 I士、部k~から死 11'を引き 11:さればならない。

w、'I'.fl!1111 、 IlIl 、J"~で撮った床の l を死体を引きずっていく 滑ってい

くd ・ ・・ ついで 、 犠牲行を炉に投入寸る主えに、~を切り 、 金l'Liを探

すチームに死体を凡せなくてはならない。 W1.1く'，'く ? もっと単

く 豚どもめ 11!くしないと、次のグノレー7に人れて、ガス宅送りに

するぞ。』 次のグルー7 はもうトラックにJf~っている 」

[1¥1巡j点① 11スマスクを:!&-nしていない「特別労務釧Jの作業只
「プ/スヰ!.Jから死体をづ|きIUした「特日'JJ;'OiIJf.Jの11業uが、11スマ
スクをつけていたのかどうかが、 Ir(大なl治1，1，(となったのは、ツンデノレ故

|司lでのヒ Jレバーグに対する ，，;'~WIにおいてであった アウシュヴィッツ収

作所長ノレドノレ7・ヘスが、作業Hはガス処刑11'(1:去の死体l般111作業のとき

に、「食べたり、タバコを吸ったりしていたjと r1'1 l'りしていたので、
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文教大学言語と文化第13号

彼らはガスマスクをつけていたかどうかが問題となったからである。ホ

ロコースト派のヒルパーグは、死体搬出作業について、 「ガスマスクを

つけた人々が、死体を引きずり出すためにガス室に入りました。歯が引

き抜かれました。金歯が引き抜かれ、それは、溶かされてドイツ政府の

ものとなりました。毛髪は必要ならば、この時点で切られましたJ20と

証言しており、明らかに、作業員はガスマスクを装着していたと断定し

ている。

ホロコースト「正史Jでは、作業員はガスマスクをつけて死体を搬出

したという。しかし、実際にこの作業を担当したはずのオレールのスケ

ッチでは、作業員はガスマスクをつけずに死体を搬出している。ホロコ

ースト「正史J、 「目撃映像証拠」とされているオレールのスケッチの

どちらが、真実なのであろうか。

問題点②:のぞき穴を持つ三重の外聞きのドア

(心 オレールのスケッチでは、 「ガス室J (死体安置室1)のドア

にのぞき穴が描かれている。ホロコースト派は、のぞき穴の存在を

焼却棟E、Eの死体安置室 1が「殺人ガス室」であった証拠とみな

している。この部屋が、死体その他の保管・殺菌消毒だけに使われ

たとしたならば、のぞき穴は必要ではないというのである 21。これ

に対して、ホロコースト修正派ルドルフは、死体安置室1は一時期、

殺菌消毒機能を備えていたことがあり、アウ、ンュヴィッツ収容所の

通常の殺菌消毒施設のドアにはのぞき穴がついているので、のぞき

穴の存在は少しも不自然なことではないと指摘している 22 また、

ホロコースト修正派のクロウェルによると、焼却棟E、焼却棟皿の

地下室は、防空シェルターとしても利用され、防空シェルターのド

アはのぞき穴をかならず備えていたので、のぞき穴の存在は当然の

ことであったという口。

円
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オロコ ス|の f映像fiHJ
オレールの剛mrll!安打、ヲウ y ユヴィ γツωイメージ』上り ー

(7ウンュヴィ γγ .ピルケサウ収';;:IJfから

鐙比されたとされるのぞき八のついたドヲ)

また、イ7のりμは、ある'1ミロコース卜派のサイ トυ が、 「アウンユ

ヴィッツのガス去のドアJとのキャフションをつけて、掲載してい

るものである。解説によれば、このワ点は、 19'15年 2)]に;li!l!のl別

代委u会によって加泌されたものである しかし、「イ!ぷガス f 人
宅危険Jとの符官級がつけられているようなドアが、人骨?と偽って

犠柏町を人宅させたとされる 「殺人ガス'11Jのドアであろうか

(b) オレーノレのスケッずは、 三f立のドアを揃いているが、ホロコー

ス卜 JE~どによれば、 r :if¥Jのドアである。

(c) オレーノレのスウッチは、外IJWきのドアを!Hio、ている。ホロコー

スト派のへノレトは、、'i初、 1人JIJ(jきにJ.;tJtされていた焼却lfiJ;"、日!の

死体安世主 lのドアが、のちには、外1Jf1きに変史された'Il:kーを、こ

の部屋が I殺人ガス主j として i止われた JIE!~とみなしている " I)i IJW 

きのままでは、入り日的ドアに殺到したW1'1有のタ[(1'0)山のために

ドアを!JHくことができないというのである。こ*'1こ対して、 71，ロコ

ースト修tf派のノレドノレブは、 r9t体安佐官 lのドアが内聞きから外

IJfl きに変~されたことついては、簡 IYJに説明することができる。 焼

却掛lは、収脊 'I~が 1;1<られていたので、辿?目、疫病で死亡した死体を
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保管する死体安置室を備えていた。発疹チフスなどの疫病はビ、ルケ

ナウ収容所で多くの生命を奪い、死体安置室 1は吸気・排気設備を

備えた唯一の死体安置室で、あったので、疫病の犠牲者は一時的にこ

こに保管されたのであろう。保管死体から発する悪臭のガスが建物

のほかの部屋に入ることを防ぐために、機能的な換気設備は、この

ような死体安置室の内部気圧をわずかに低くする。このような環境

のもとでは、どのような二重ドアも、しっかり閉まるために、外聞

きでなくてはならないであろうJ26と、外聞きに変更された技術的

理由を明らかにしている。また、弱い木製のドアでは、「ガス室Jに

入って事態を察知し、入り口に殺到する「数百のパニックに陥った

人々Jを阻止することはできないとも批判している.
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る。これといった同定のしようのない建物がガス室として提示され

るが、今ではそれがマイダネク収容所のバラックの一つだと見分け
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